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 固.型餌料によるハマチ養成について

調査部

 「育てる漁業」、rつくる漁業」η波に乗って、最近、かん水養殖業が.盛んに
 なつ'てき一でいるが、なかでもハマチ・ク〃マ子ピの養殖は・目覚ましい進展をみ
 せ一でいる。

 ハマチ養殖が始められた頃は、地先漁場で獲れる鮮魚餌料だけで充分足りていた
 餌料もこ』2.3年来不足がちとなって価格も高騰し、コスト高の一因ともなって
 いる。支出面言⊂おい'て占める餌料代は50～65第にも及んで、経営上の一つの

 大きな問題点でもある。
 現在の海産魚養成では、殆んど鮮魚餌料だけに依存しIている状態で、アジ、カタ

 クチイワシ、サバ、サンマ、コゥナコ・など比較的値段の安い魚が使われている。

 一応、鮮魚は栄養的に溝足に近い状態であるが、好、。不軌こよワ量的、価格的に
 非常に不安定であって、このことはとワもな歯さず事業の不安定にもつながって

 いる。叉、貯蔵、衰扱不備から鮮度不良を惹きおこし、特に脂.肪変敗による養殖

 魚の病害もおこリ尋く、毎一日中管理に際しては多く。労力を要している'口すなわ
 ち購入一一保管一出庫㌣解凍一調餌一昨業船への積込み㎞投餌とζの一
 連の作業はかなりの労力である。なお、鮮魚餌料を取扱う上には、冷蔵庫は一不可
 欠のもので、施設費としてその割合は少なくない。このよう1こ鮮I窟、餌料では.長所

 もあるかわりに短所もかなり弟く、安定性、雀力化、病害などから人工解料.の聞
 発が要望され一て1いる。

 淡水魚.の人工餌料については早くから開発されてすで旨こ実用化さお、ている甥、状

 であるが、海産魚、については、2.3年前からようやく研究され始めた。水産庁を

 中心とした指定研究形式でハマチ入工餌料研究が進められ'ているが、これとは別

 に、本場ではオリエンタ〃こ弓母工業一株式会杜の筋カーを傷て、39年度からハマ

 チを対象として人工餌料の試験を実施し、4.0年度は碩型餌料だけの使用によっ

 て12層上句1尾約1佃のハマチを生産し、41年は実用化を目的とし一て鮮魚餌

 料との併用によって11月末、1尾平均コー3細。最。大搦体1-85海のハマチを全
 産することができて実用化し得ることを確認した。試験に際しては魚肉成分の分

 析、.消化こ弓素、血液性状、内臓の組織的調査など各項目について検討したが、
 これらの詳細については別途報告書を参照いた曳くこと紅し・て、こ!では、養殖
 業者の皆さんに直接関係ある成長、餌料、経費等について簡単に記述すること』
 したい』少しでも皆さんのお役に立では幸いIである。
 ヨ9年度は・粉末餌料を鮮魚ミンチ餌に混和して投与し、12月上旬で平均体重
 約1侮のハマチを生産したのであるが、粉末餌料では粘り合せる手間、労.カがか

 かり・しかも投与に際し一でかなりのロスがあって良好と言えないので、40隼度
 からは固型餌料を供試すること」した。

 I40年度試験

 1)固型餌料だけ吾こよつ一て・次のように区分し一て実施した。方式は何凱も小割
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 式である。

 ○餌付試験予備飼育5月2口出～5月23日4日間

 本試験.干月24.日:～`月7日15日間
 .(大型区、中型区∴小型区)

 ○養成試験'一前一期6I月8日～8月6日I60日間一・一
 (tオ〃ル添加区、2、オイ〃無添一加区

 一3.淡水浸潤区、。4..海水浸潤区)'.
 後期8月10一日一12月g日122日・間

 (/・オイ〃添加区・2・淡水浮禅区・・早海水浸潤区).
 2)本県の鮮魚餌料によるハマチ成長英綾と4n牢固型餌料によるハマチ成痘の
 実績を図示すれば、次ゐとおりである。.`

 本県の鮮魚餌料によるハマチ成長実績と.
 40年固型餌料によるハマチ成長の比較
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 3)各区1.尾当りの雫育結果は次琴のと芦りで苧った。
 「表」各区1尾当りの飼育結果(平均値)

      オイー〃添加区淡水浸潤区一海水浸潤区

      餌%」岩㌣竺素一;一一0.9「54./0.      一1'一一`'一■'一''一一'一一一千■■一丁一一。。一一.一」■.一一'一一一■一
      村ろ.46.9

      セーI'0一'】'一一一■一一■■■II■一。■'一一一一一一■'一一一一一'一'一I一一一一''一一一」'一一一■一一■

      試㌢増肉係数「コ.820口.795      一一■''I一一■一一一一II■一■■一一'''一一一一一一I一一一一一'.■■一一一'■』一一一一一■一■一一・一一

      .験・.投順餌率(臼)ア125.9

      %一開始時体重穿5.0/1/.87/2.57      }'彊'■一一一一■■一一一一一'一一一一一一一一〇一一一一■一■■I一一一一一■■一'一一'一'''一一一一'一一'一一一一一一一

      投餌量ク26.9498二与吐111票1152.6      改'～'一一一'】一■一一一'''一一一一''一一'一一一一'■■一一

      劣・増.内孫数0.905      誠一一一一一一'一'}一・一一一一■一一一■一一一'I一一一一一一一一
      投餌率「日)4.61

      駿I一一'

      劣開始.時.体重夕58.5065.9971.38.      一一一一一一一一一一一一0■一■一一'一一一■一''一一一一■一一一一一一0■一一'一■一''.一一一一一'「''■

      前投餌.量伊11.8.21895191.2
      ～I1'一一一'一一一■一一一一■一■一■■■一■一一I0一一一'一'一'■一■一一'一一一'■一一一一一一1一一■■一'一一。一一'一

      期㌣'増肉係.数1.19・.1.551.78      一一一■一■一一'一I一一.一一一一一一一■'一'一一一■'■一一一一.'一'一一''一'一一■一一一

      投餌率(日5一・一'1I一一一一一一'一■一      4.354.8ミ4.66.

      '序開始鰭体重815ア38191.・151997～.I      〇一・■一一.'一■一一一■一一'一一一一_.一二'一一一一.一.'■'一'一L一一=一■一一I-I『'一I一一一■=■■■一一I一.一

      投餌量.ク26ア1262.・ヰ268.2
      養一一一■■■一一一一■一.一'.一一一一一一一一一一一'一.一一'凹一一一一一L■■一一■I一一一一一■■一一一II一■一}一τ

      劣増肉廉数1..532.131.8g一      I一■一】・一一■一'■一。'一^一一^一…一一…7;■■「'一際・■一一■一一一一一一一一一.L      投餌率r日)5.1ヨ

      成8/開始時体重夢33/.6..314.3341.`      '■一一一'一I一'一一・一一一一■一一一■一'一'一一一一一一一〇一■一'一一一】■一一〇一'一'■I■■■■'一一一一一■一一I

      /つ9投餌・最穿ヨ58.4352.O315.4
      ～一一■一一一■一`一一一一一'一一一1一一I■一''一■一'一】'一I一一一一一'一一一'一一一'一一一一一一

      ㍗、増肉係数.i..90.2、ミ62.56      ■一一〇■・一■一一■一一一'一■一一一一一一■一一I一一一一一一一一一一一一一・.一一一'一÷一一一'一一■一一一一一一一

      試投解一率(日)5.6.0.5.88ろ.67

      9/・開始時体重夕52n.84^.5,8      一■■一一'`一一一I一.一一一一一一■一」一''■一一一II一一.46.5.6
      ■'一0■一一^一一一一'■■一'一.''一''''一'

      /?1投餌量・夕694.7.6・61.57.n0.口
      淡～一一■一■一'一一一■一一一一。一一一一一''一■'一一一'一一II'一''一一一■一■■一一」一一一.一一一■一一一一.

      劣。増肉係数      一一一一・・一一L________【_.2,992.742,7ろ
      一一00一一一一■一一一■一一一■一一一一一■'一■一】一一一『一一一一'L

      投餌率「日)ヨー・56.3.69.3.73
      一一一一一一一

      劣1開始時体重穿      一一'I'一I一一■一一'''一II-1一749ろ一''一'一一一一一■一704.8一■一'''一一一I■一'7.1.8.4
      一'_'」一一一一__一一

      投解量8・`18.5・578.95.92.1
      ～一■一■■'一一一一一■'一一一一■'一.一'一一■一一一一一一0L'一一■^一■し_■一一一一一一一」一一

      穣.'κ増.肉係数3.40.一】一一一一一■一一■一.ろ.・98      」■一一'一一一'】I.'一■o】一■一■一一一一一I一一3.9ミ'一一一一'一■一一■一
      投一飯。率(日)2.ミ82.482.48.

      劣。開始暗体重夕93n.3■一一一一''一■'一'一・850,6.      '一1一一一一一一一一一'I一一'一一870..3.
      一■I■'一一■一一一一■一一一一、一'一一。一

      期投餌量穿372,8】一一一一一一■一一一3ろ.5.3青刈1.9
      ～一一'一一IL一一一一''一一一'一一一一一一】一一一■一一一一'      増.肉係数〒一・一一一一.一.一L】一
      汽3.48      一一一一.■一一一一■一''一一一■■一L■一一一。一''一r・2.98一一一一一■I一一■一3.ク2一一一一一〇''一一''
      投餌率佃)1.891.831.85

      全考、増重量91.03`'一一■■'一958      一一一'■972
      ■一一一一■一■一一._.■■一一一■。一r一一■'一■

      期～投一解量チー2.4502.454
      一一一一■■〇一'一一一一■一■■      2I■一一■'■一一■一'。一一一I■.一■一一'一■}2.46章■一',一一一'一。'一一

      間増.肉係数2..362.54.・2.53.

 海万千.狐■1



 ・)先プ、摂餌状態走っいてみるキ、餌付試験では・日目から綾餌が認めら机・
 月目目には、はじ単良好であるが、次第に緩痩となり、こ㌧で、飼料を海水で
 温めらせて投与すると、極め'て良好とたった。5日目からの本試験1こ入っ一てか
 らは、全魑的に良好であった口

 養成前期では、海水浸潤区がや1活麓であり、後期でも全般的に良好で・8月
 中旬には餌量不足の状態.がみられることも挙つたが、風波の強い目は・や㌧不
 良とたることが多かった。
 試験区別書己は海水浸潤区>淡水浸油区〉フイードオイ〃添加区の順であった。
 5)成長はかたり良好で、特にオイ〃区は優れ.ており・最終的にはオイル区〉海
 水区>淡水区の;願で1,037穿～962穿に成長した。
 ̀)鹿児島県における鮮魚形料飼育ハマチに比ぺ・一て・その平均成長陀は及ばなか
 ったか、最低成長曲線より良好な結果を示した。
 。)鯛効率は、解付け階から養成前期の前半、去肋ちフ月.上旬までは、何れ
 も100第域上を示したが、魚体が大きくなるにつれて、次'第に低下し最終的

>
 にはミ0第内外となり、全期閥を通じ一では40勇内外で。オイ〃区〉海水区・苧
 謬名水区の!1属となった日

 8)歩べりは、餌付け時117(大型区)～35%(小型区)、養成前期6～13・5
 石、後期5}6第で、特に餌付け時、一小型魚の歩ベワが大きかったが・これは
 種苗不全篇影響する処が大きいと思われ、採捕直後からの速やかな餌付けと10
 采以上の投餌によつ一て歩留り肉」=は可能と思われる。

 ミ)体色は、養成前期ま'で黒味をおぴていたか・後期健おいては普通の養殖魚と
 変らなかった。

 10)寄生虫とし一では、アキy一ネ、ぺ一一ネデイニア、グナチァ等がみられたが・養
 成荊期にや㌧多く、叉、オイ〃区に多い傾向がみられた。
 な蜘、餌料に起因すると思われる病害は、全く確認できなかった。

 11)魚肉成分.の変化をみると、肉蛋白の増加する時期と、脂肪が蓄積し'て魚体が
 肥満する.時期の2つの時期が推察され、魚体重1508勘後を境としているよ
 弓であるので、この肉成・分変動;こ合せて餌料の成分.も変えてゆくことが得策で
 はなt、か一と思われる。

 12)血液性状の調査結果から健康度一を評価すると、鮮魚餌料飼育寧が最も優れ・
 次い・でオイル区と海水区が同じよ弓てあり、淡水区が最も悪い状態であった。一

 13)内'臓一C一消化器官、肝戯、腎臓)の組織学的調査では、供試尾数の少ない関係
 も.あつ=て∵試験区の一此一校特に淡水区と海水区の比較は確認し得なかったが、た

 だ、.一消化器官において・試験魚と鮮魚餌料飼育魚の蓬異は確認できた・すなわ
 ち、誠一.験魚では.、各区とも消化腺の発達、杯状細胞一の増加が観察さ.れ一たのに対
 し、鮮'魚形料区は、枯・膜上皮がジグザグ状を呈して絨毛が長く消化吸収面が広
 くなつ・て亡・ることが㌃か』えた。

 14)餌料の胃内滞留は、給餌後ア5時まではか抵りみられるが、10時間目には

 1/キ位とたって12～15時間で胃内を通過しおわるのではないかと推察され
 鮮魚餌料又は精解に比べてかなり時間が長いよ弓である。



 15)消化率測定の結果は;胃よワも腸内での吸収が盛んなことが弓カ∵われ・時
 間的には、給餌後5時間よりア・5時間が消化吸収され・ており、、0時間後のも
 のでは、すでにピークを踊り越しIているよ弓である目一なお'、炭フ隼化物はあまり
 利用され一ておらず、各器官および時間の経過と共に増加し、その傾向は、蛋白
 質含量と・逆の関係にある。

 16)一魚肉の味覚、色調調査の結果てば、鮮魚餌料飼育魚と殆んど差異がみられな.
 いような状態であり、試験魚のうちでは、オイ〃区のものが他よりや』書いよ.

 弓であるとの声が多かった。

 17)今回の試.験は、鮮魚餌料一を全.く使用せず、固型餌料のみによるものであって

 価格面てや、問題は残るとしても、成育に関しては卒分実用に供し吊ることが
 確認されたわけであるが、実際に業者が実用化する場合、固型餌料のみに依存

 する一ことほ、現在では、色々の面で、時期少早の段階…こあるよりで、鮮魚餌料
 不足の際に、その代替'餌料として固型餌料を使用する方法が壕良ではないかと
 思われる。

 こ』で当面の問題点とし一て1残るのは、固型餌料一→鮮魚形料一→固型.餌料一→

 鮮魚餌料一合…とい弓餌の切ζ享1えぶスムースにゆくかどうかである。間型餌
 料から鮮魚餌料へは、葉外櫛単に移行し吊るよrlこ思われるが、鮮魚形料から
 典型餌料へのI移行には、や』困難を伴うのでは.点いかと考えられる.。この点さ.

 辛うまくゆけぱ・現段階でも実用化は困難ではないと肋れるので一1年度
 には・実用化試験として餌料切替え騰方法・そ坪1〔よる成慶の相異、経済的効
 果1こつい一て究明したいと考えている。.

 18)因みに40年度試験結果から、ミ字のモジヤコを12月末1.2例こ成長させ
 るのに必要な餌料と餌代を鮮魚・解料と固型餌料舌仁ついて試算して碁ると次表の
 とおりである。オイ〃添加した方が有利であるが、40年度価格としては、'鮮
 魚餌料より若干高くなっている口

 ◎なお、41年度鮮魚餌料との併用による試験結果は次号に掲載する予定であ
 る一〇
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 「表'」ハマチ1万尾飼育に必要.な餌量と餌代の比較  (40毎度試験結果半一ワ・)

            鮮オ価ド額ガ所要蓋餌葦十一5}1÷所要量固㍗.料・だ1け            月成長増肉還
            所要量金、額

            身1'0佃470円195'円9165'佃             851円.砺.11-30円1-1,050、佃85円m1一・150・円『1.050

            452.29518亘42■57州鴉ニオイ〃ワ1κ2130協5107_一_1125'2口月00-3吾.611.5{1う.4492,362.5200州{205%2-130加.10726.0004ア72π.21,721
            17p93508.6一175・?10一山一1.9乏7一オイ〃・9。m1891125・1舳。ピア!…1口.8002.567泌41892量8.463

            小叶!クー1-02口.58024.5一4,600花5,875'イル2ワ9r'1125帆2ゆで皿2州ワ5.7〃56,117砺.5・8ア5一535.237            446.292504.2106,き45イ〃?一94仏68Z旦112.5598,95ア5632,012通{一33,07.56.614似875…5ア8.725
            ≡16,830.24.0.一40章.920、504オイ〃276燃8権一112548'1,600『12-650{31.0506,714一焔.`8フ15一58μ75

            1,100■.2017010□■…一一一一一'.195=7000125.11一__..一」一個,病I胃舳・1職■舳オ/ノ生一1炉ヅ1;1裏1・J恥円円2639189012〃62書4251271一一一____」叱3,100一mる8Z5・271,250            _二.

            3口.826円88j4}2.717196 ・ヰTユ∴二盤
註  ○固型餌料はオリエンタルこう母工業平亙一製品で.・単価は1.5屯童で輸送,鹿児島稜し小売価格。

 ○鮮魚餌料単価は、4口毎度墾水・一牛・根・牛根養一殖生産.各漁協・の平均購入金額に、冷蔵費佃当り÷円を加算
 したもの。



定置観測(寸月分)

養殖部

 O'句別平均水揮・,比重(満潮時・表面)

         水温℃i■比重δ15
         旬本年前句挙前年同異蹉平年差俸年前句差前年同期差平年差
         上1ら.87一一1..13十0.33一〇.642723十口.27十□.36十0.82

         中15.、I5一口.7・4一口.90一n.862730十n.0フ十0.17十口.85

         下15.56十口.43十〇、36±02Z15一口.15一口.01十電.79

         月平均15.46一2.07一二吐±丘・1十0.25十口、14十口.83
 ○水温

 、1{二1戸.℃で変動い上・中旬は平年より低目・特に中旬は降雪のため
 14.℃台に急低下した。.下旬は平年並言こなった。
 ・月平均水温は15.吉℃で前月より2℃降下し・.前年同期とはロー1.℃とやL低
 め古平年水温より0.5℃低めを示した。

 ○比重

 )・前後の融んが続いた・.月平均比重は・.ナ・で・前月よワ・….前年同
 期より口,1、平年値より0,8とそれ・走れ高め牽示した。

 42年1月.の水温・.比重
 。一

 ㌦＼〆ノ。温
 κ∵一一一ベペニ1＼ハ>心ポメペ

 ＼ノ...o'・一.、
 パトプ.平・年.・・、'、/

 '■一丁'本=年1・.・＼!・'・・、∴
 。.〃一.〆

r

 「[TFrr[[rηr1■一・rI1叩[叶一■rI[1「丁τ一一「□丁

 ㌧一・一・∵ぺ㌧!∴。!㌧沖.ノ÷
 1ピ、.こヤ㌻＼二
 軸「・
ノL_
 ワ丁丁■「一二㌃Trnlr「「一フニ「「訂「■「
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 漁場観測速報(1月・分)

養殖部

 工旬易u平{勾アコκ詔轟。

       照I虹里水成川信一山
       別最高最低最高最低匡一ロー1反間最低

       上1Z0516.221ア621ア3016.9016-7.3

       中15.7515.1016.8216.27t6.5516.36

       下⊥1…15.4516.4215.6016,0215.81
       L

       月平均16.2415.5616-9316.361.6.3516.15

       '前月差一5.01一2.41r0.9・1一1.04一2.45一2.47

       前年養一0.06一0.11'ri.28・1・・[;・一・・]
 平均水温は各地点とも・犬養はなく・15～16℃台を季して.牟り・昨年同
 期1こ.比してや』低目となつ'ている。これまで降下の途をたどってきIた水温も

 2月中旬顎からばゆるやかに上昇していくものと考えられる。

 里村の1月平・均水温は15.56～16.24℃を示1し、最高は上旬に1705

 ℃、掻低は中旬の15.10℃であった。これを前月に比較すると、最高では

 3.0℃、最低で2.4℃低くなって射り、里村でこの様に12月から1月にか

 けて急降下する傾向は昨年とぽ史同し経過をたどつIていることになる。

 昨年同期とは大差ない。

 水成川の1月平均水温は16.ろ6～16.9ヨ℃で、最高は上旬の1ア62

 ℃、最低は下旬の15.60℃であった回前月に比較すると最高、最低ともに

 約1℃低くなっており、前年同期に比して、最高で0.3℃低くI、最低でロー5

 ℃高くなっている。

 縞山の平や水温は16-15～16-35℃で・最高は上旬にτ6-90℃、最
 低は下旬隼『5.81℃を示した。この水温は最高最低ともに約2,5℃低くな
 っている。昨年同期と比較するとO.4.～O.5℃低く.なっている。'

 皿漁、況

 /、里村一

 総漁獲量は6・350侮セ・魚撃別には瀬魚が3・6戸5佃で全体の・5.8第、
 キハダ2・140佃で全体の34第・イセェ貞章40佃で年体の5第・その他
 とたっている。前月に比較・すると2・229切の減獲に左ワ・碑種別には瀬魚.
 が5,404切、イ。セエビ155佃の減、キハダ1,840切のま曽獲、ヒヲマサ

 は全く水.揚げがなかった口

 昨年同剃こ比べると、総漁獲量で3,945切の滅獲となっている。
 魚種別には瀬魚が4,500佃、イセエビ?15切、プリ1ミ5切、その他イ

 一ε…・



 ヵたとい.ずれも滅獲にたっておワ、昨年同期にろ90海水揚のあったギ度ナ
 ゴは全く水揚げされず、昨年たかったキハダが今月総漁獲量のかなりの比重
 を占めたことに在る。

           旬捌上申下

           魚種有為日数廷出漁船数漁獲量有為.日数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数漁獲量.漁獲量計
           瀬魚4551.1258971.9256306353.685

           キハダ.5572j402.140

           イセェピ3459o4621-7532375340

           ブリ226060

           コダイ114545

           ミズイカ115030

           サメ1105050

           計71001.215182264.290L幽主主幽
 2、水成川

 轟ぬ獲量は2-911切で、魚種別にはキノ・グが1・650畑で全体の57系・
 一一'扱いて1瀬魚.が366畑で12.5索、イカが333切で11系、・その他となと)て
 いる目前月に比較すると総漁獲量で1,785切の滅獲で、魚種別には、キ.ハダ、

 ヵ一ツオは1-137佃の増獲帥っているが・アヘサバが前月から姿を消.して
 お一り、また瀬魚、の減獲など'によって総獲が滅ってきている。

 昨年同期との比較では、総漁獲量て1552切のわずかに増獲となつ一でお一6、

           旬別上申下

           魚種有為日・数延出漁船数漁獲量有.漁日数延出瞥船数.漁獲量→一延出漁船数漁椎最漁獲量計
           キバ・グミ14165.4995'1.“2一b22.5650.3

           瀬魚51081.772117684121072ミ≡65.7

           イカ1725.01ミ115686亨292.8333.4

           イセエビ5895,38103773ミ≡5.9138,9

           タイ231ア01197267

           キビナゴ1妻23.023.O

           カツオ112帖93

           その他3122口.372625口.…ヨ619112.4363.5

           計?口ム427733167、9326グ5.ld955n.52910,8
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 魚種別に・はキハダが1.'1・24切、イカ?14.ヨ梅の増・キビナコ'η850卵の減な
 ど・』たつ・ているのが・圭な一変.動・セある。

大口養魚場業務概要(12一月分)

大口養魚場.

 /、概・況.

 12月に入れば、年中行事の=ジマスの採卵、艀化管理の仕事が忙しくなる。
 末年度は、12月中に購入卵を50万粒収容し、当場採卵分、またその後η購
 入卵も含めて、100万粒の卵を確保する計画である。

 日2、飼育概要        目2、飼育概要,

        凹凹凹一一12月1日点.種1名.縦飼育数一】一一L'■'一''一尾椎一÷I一ス558.8?0'「一一.12月わ推定増重量'一一■一''■一一■処・分内・・訳一_一供試魚不明滅耗一''■一■        ■一、'一一'肋食用及候補47。舳遷・マス侯・補州奔鷺芹阜        ・侮104''0'一1o一島暴㌣
        一        .

        親マヌ。1戸211到
        稚コ'イ(0年魚).215.95010ア800108.1501」
        親.ゴ.イ、尾.188亘

供島為諏颪
房211割

 3、給餌の概要.

 ..餌料名。
魚種名一

 鱒用ぺ1ノツト妬5

 〃協4

 〃焔.5

 懸化稚マス

350佃

780佃

 I食用及候補  一親マス

 785切i 40切

 4、にじます卵の管理体.況

 一10τ



甘
)

.偉)

 移入卵。発眼卵)

収容月日12一月14日
産地勢.岡県営士養鱈場

 .卵数ヨ0万粒

 着坤死卵33g粒、
 白象採卵.・

12月24日

滋賀県醒井養鰯場

20万粒

810粒

 採卵月日♀親魚

 12」目7.日.11正……

 12・月1.4目8尾

 12月2I2日一27尾

裸一卵概数

2「」.000

一17000

104.000

 発眼予を・白

 1.月.1日～5日

 1月10日.～15日.

 1月15日J20日

備考'

 ・5、

“)

,倖)

 試験研究。・一1

 ヒメマスの増殖試験

 1・1.淡水区水産研究所目光支所より中禅寺湖のビ.メ・マ・ス卵1万粒の寄贈を受け
 たので・池中養殖試峨を実施する。特仁・水温・17～1寧℃岳こ押すや而古無関
 昂について調午㍉
 三デマ子っ過熟卵に関するホ〃モンの働きについて
 。碍大水産掌部降島辱の研究手当場もかね一て懸案g事項で圭一るため、共同試
 [粂¢、一形で参加協力する。

 6、.12月の平均水温(用水路一)

℃

lo

/
/.

 月の最高12月19日

 月の最低..12月15日

 。へ

 /＼/＼一
＼

＼/

11℃

72℃

＼
 ＼/＼二、

5

1'
.05 10  ',・苅・⊇8 oo 目
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奄美短信

 水温む頃、海も野も山も本土よワも2ヶ月も早く蕃がやって来た口彼痒桜も盛
 りを過ぎて、つ」じも今は八分咲きとなワ、海水温も1月の19台から20℃台
 へと上り、日中最高気温は23℃を示す日もある。南・鰯に面した部屋等は27℃
 近くもなり、ま・るで一足飛びに初夏の頃を感じる日一々もある。観光客への歌い文
 句ではないけれど、'まさに「一日本のハワイ」とい弓のもむべなるかなとい弓奄美
 の今日此頃である。2月11.日は始めての建国記念日'口・我々戦中派?にとつ一では.

 やはワ紀元節の歌や・昔あ軍国訓垂やかなg.し.頃が←のぱれるのもお牛を召した
 る故かな。その設定については'、麺成、反対と伸々大変であるが、いずれにし一で
 もそ弓やかまし暗いう事もあるまい。'これがた∫2月11日にたったといrとこ

 ろで瑛.代の若い世代にとってはど弓つIて事はたいだろう。いずれの祭日にしても

 日下のと・ころはその'意義よりもた吏休日であるといr考え方でもつ・て休日を過し
 ているのがお』かたではなかろうか。極端にいえば、名.目や月日・は間・わず休みな

 らいつでも良いなんて考えるのが意外に多い.のでは.なかろ弓か。
 き一r、今年は当地でも5年ぶワの寒波という事で・昨年の冬は最低水温が21

 ℃台であったのが、ようやく平年並みに19℃台まで下った。.軸かけで漁協への

 指堪七行った〃ヒトエグサ〃の種付け、成長が良Iく、これから摘採であるが網ヒ
 育によ。る天然種付けと養殖管理がうまくいく見通しが立つだ'当地は・鹿児島から
 題一に南へ400舶近く下つ一でいるので、その日照量が多いのかヒトエグサの摘正

 付・着.圏がずっと高く平均潮位下15～30伽ぐらいまでが最も良く、こ机は/1

 一月初旬の縄付け時(25℃)の平・均風間干出時間で4～4時間半のξころである.
 これは鹿児島のそれと比較する一と、潮位で15伽、時間で'1時間以上の干出すを
 要する事になる。又その付着届は30舳程度の厚さで種付け健パームを使用する

 関係上たるみが強く、網の端は良くて李申聞は垂れ下ってスジアオノリの混生が
 多く、このために絹張り水位としては付着層の最上.位の直下の平均潮位下15棚

 とい弓ところである。

 今回の〃ヒトエグ茸〃の試験では、その付着層及び本位。等についてはほ史判明し
 たが、当札の〃ヒトエグサ〃の養殖については宿命約なも一のが一あ石よ。弓で・ある。・
 それは成長が遅いとい弓事である。本土ならば、年内に摘採されるのが普通であ

 るが、当蛇は2月上旬で最大葉長15醐程度で、これから暖かくなるにつれてそ

 の色彩は黄色味を増し、ついには流一出してしま弓。それ故に1回摘採すれば、そ

 の後の摘採は望むぺくもないということで、かりに網ヒビ全'面に、今回も.最も成
 績の良いものてもそ⑳採算の面で伸々難かしいという事である。これは"ヒトエ

 グサィだけではなく、〃イワノリ〃のよ弓なものでも同様な事一がいえる。これま

 で幾度か網ヒビによる養殖が行なわれよ弓としたが伸々うまくいかなかつ走最大
 の原因といえるだろ弓。いずれにし一でも当地のノリ類については、これらの生理、
 生態の面で未知の点が多く、本土の技術をその壬』。移せないというところに問題
 カ1あろう口

一12一



 当分場が本邦における軍南端の本試とし一での意義もこ〕こある雫のと考えられ
 る。・亜熱帯水域に。お.げる水産増.殖・特に海藻類音こおける宿命的卒ものが今後の技
 術解明によって更におし進.められる州チーであるが、伸々困難な事であろう。

 rS・,盲唖.)

業 務機一況

 §本場

養殖.一部

 ○ノリ胞子付け指螂

2月16日垂水市牛根漁協

?月17日.指宿市岩本漁協

(掘当者新村)

 ○ノリ養殖試験

 前'に引銃いて品種別・遮光区別比較試腋を実施中。
1月25日

}冷凍綱出庫
2月8日

 1月30日生産量調査、照度測定、生長密度等の}

 2月1口.13.14.日責調査資楽;H采.項反。

(掘.当者新村,椎,原)
 ○フジツボ防除対策

2月1,15日隔.山
 2月。己16百一1大崎轟.・

(担当者.前田)

 ○アワビ稚貝飼育

 前月に引続き40、パ1年度のアワビ.稚貝を室内と海面にて.垂下飼育中目
 餌料にはワカメ、ハパノジァォサ等の生海藻を投与しているが、40年度

 稚貝最大殻長31榊・41年度の稚貝105冒目で鍛大殻長ア9棚まで成長
 している。

 c掘当者山口).
 ○ワカメ妻養罰直言弐貰灸
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 2月1='3し14日

 東・町葛輪・地先、試畷筏のワカ.メ成長調査をした。/1月20日・1フ月

 一・日'・1・月1・戸の・回にわ法て展開したが・成長・発芽一量に殆牛ど差
 は認められない。

2月17日

 谷山地先、試験筏の成長調査をたす。真竹、クレモナロープ両基質によ

 る叫又:駐差はなし、o

 ○アコヤ幼生計数

 県下7ヶ所セ採集し準プランクトン資料か一らアコヤ幼生を計数申。
(担当者瀬.戸口)

調査部

 ○出張

 2月6～7日肝付川'水系水質調査

(出張者畠山,九万田,上田,弟子丸)

 2月22～24日1熊本県大矢野種苗センタ∵及び熊本水試牛深・分場
 (出張者九万田・)

 2月23～26日福岡、佐賀盛業電化試験場

(出張者荒牧)

 ○資1来斗とりまとめ

 41年度固型輯料によるハマチ養成就喰結果

 41年度㍗・川1(系㍗る澱粉工場廃液㍗水調乳
 ・漁業部

 2月1～12日照南丸2月海洋観測並びに魚群調査。

(担当者岩倉)

 ・。月1・ソ・日かもめ.大型紬調査並びに撒餌式魚礁調和
 (枕≡一神)c畔亨'徳留)

 枕崎、佐多岬沖沿岸海域の漁業用海底図発行』

製造部

 ○煉製品老化防止試験1

 市販ス羽身につき臨貯蔵ふの晶質変化をジニリ_強凌、圧出水分につき
 測定し老化現象把揮のだ串の神とした。...r担当去是枝)
 人工カビ接種試験

 箒};・O「yz;昌一時比雫試準実施ザ.・(担当者一曲一
 大量処理法とし小型ホイロによる量産・化を検討した∴担当者I.木下)
 浜焼試=ミ

 小クイ原料魚を活用しインスタン1的近代食品と.するため零細晶を試作

一14一



 引続き香味;色沢柵与につき追試中。(担当者木下)
 ○ハマチ煩製指導

 企叢生産を想定し鯉晶化に要する諸経費、採算性市場価値を検討するた
 め業界依頼により製造指導。(担当者藤日ヨ、外)
 ○ワカメ製造試験

 ワカメ増産に対処するため板ワカメ、もみワカメ、湯抜ワカメ、塩漬ワ

 カメを試作し講習会資料に供した。(担当者製造部全員)

 §大島分場

漁業係

 .Oムロ漁業調査

 小型巾着網は2月から操業も再開し、加計昌麻島南岸域、大島海峡西入

 口のI海域でムロを漁獲している。

 魚体は加計呂麻島南岸域はFL270～300湖の大型魚、大島海峡・は一

 ]ヨ・L170～200捌捌のり、型魚である。

製造係

 ○ウ=液利用試験経続中。

 O.ウ干季節馴一般分析資料取まとめ申。

養殖係

 ○マヘ稚貝育成

 第14阿測定(一受精から178日目)20個

 SL5?～ヨ1欄、平均{1.7盟〃、SH5ワ}16棚、平均『4.0舳、

 なお、この測定用稚貝は第1回の測定以来蜷死したものは1固体もなく、
 第1回のSL12.口～6.口舳、平均8.5m一から籠の入数を少なくすれぱ

 r?0個)その歩留りは非常に良い様である。

一15一


